　　申請番号　R8－　　　
	研　究　要　旨
①　研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、応募者のこれまでの研究成果を踏まえ着想に至った経緯、これまでの研究成果を発展させる場合にはその内容等）
②　研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか
③　当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義

	１．研究の学術的背景


	２．研究の目的・意義



　　申請番号　R8－　　　　
	研究計画・方法
本欄には、研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について記述してください。
ここでは、研究が当初計画どおりに進まない時の対応など、多方面からの検討状況について述べるとともに、本研究を遂行する上での具体的な工夫（効果的に研究を進める上でのアイディア、効率的に研究を進めるための研究協力者からの支援等）についても記述してください。

	1．研究実施施設
2．研究対象
3．募集及び同意の取得方法

4．試験方法
5．研究が計画通りに進行しない場合の工夫
6．研究を効率的に進めるための工夫


	倫理的配慮


	研究スケジュール（準備状況含む）



　　申請番号　R8－　　　　
	研究業績　の　概　要（過去5年以内）

	著書・総説　等


	論文

※過去5年以前の筆頭論文の有無（　有　・　無　）

	学会発表


	他の研究資金の受給歴の有無（現在、受給および申請中の場合は、詳細を記すこと）

※過去5年以前の研究資金の受給歴（　有　・　無　）


（金額単位：千円）

	備品費の明細
	消耗品費の明細

	年度
	品名・仕様

（数量×単価）（設置機関）


	金額
	品名
	金額

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　  計
	
	　　　　　　　　　　計
	

	旅費等の明細


	年度
	　 調　査　旅　費
	　　印刷・複写費
	借り上げ費用等
	その他

	
	事項
	金額
	事項
	金額
	事項
	金額
	事項
	金額

	
	　　　　計
	
	　　　　計
	
	　　　計
	
	        計
	


合計金額　　　　　　　　円
○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○





※留意事項：


１．研究対象の記述にあたっては、研究対象者数を明記してください。








○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○





※留意事項：


２．研究スケジュールの記述にあたっては、当該研究のスケジュールを記載してください。


その際、いつまでに何を成し遂げようとしているのか、明記してください。図表も可。


例）


2026年7月　研究倫理委員会提出


2026年8月　実験開始


2027年1月　データ分析


2027年3月　研究助成報告書（理学療法 技術と研究）の準備


2027年6月　研究助成報告書（理学療法 技術と研究）申請





○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○





※留意事項：


４．研究業績（論文、著書、学会発表、競争的研究資金の受給歴等）の記述に当たっては、当該研究業績を同定するに十分な情報を記載してください。


（例として、学術論文の場合は論文名、著者名（3名まで記載）、掲載誌名、巻号や頁等、発表年（西暦）、著書の場合はその書誌情報など）。


５．論文は、既に掲載されているもの又は掲載が確定しているものに限って記載してください。











○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○





※留意事項：


６．対象者交通費の申請にあたっては、対象者数との整合性を保ってください。


７．対象者謝礼は一人1000円で計算してください。


８．記述にあたっては、金額単位は千円となっていますが、見積もり等で購入金額が明らかになっている場合は1円単位で詳細な金額を記載してください。











